
Ⅰ．はじめに

　近年，人工林を大規模に皆伐して植林未済のまま放置する事例

が，南九州を中心に増加しており（野田，２００４），皆伐跡地での

速やかな森林再生が望まれている。皆伐跡地からの森林再生には，

種子散布で定着する新規実生に加えて，萌芽個体を含めた前生稚

樹が更新個体として重要である（Yamagawa et al.，２００６）。一方

で，１９９０年代以降，ニホンジカ（以下シカ）による新植地被害

（小泉，２００２）や剥皮害（野口，２００３）が九州各地で報告されて

おり（池田ほか，２００１），森林の再生を議論するためには，更新

個体に対するシカの影響を明らかにする必要がある。

　本研究は，森林総合研究所運営費交付金プロジェクト（課題番

号：２００６０６）の一部であり，２００６年度から調査を開始した。大面

積皆伐跡地において，シイ・カシ類による森林再生過程とシカの

影響を明らかにすることを目的としている。本研究では，皆伐後

に残された前生稚樹に対するシカの剥皮痕を調査して剥皮状況を

明らかにするとともに，前生稚樹の円板を採取して定着年および

剥皮年を推定したので報告する。

Ⅱ．調査地と方法

　調査地は，熊本県球磨郡球磨村にある，面積が９５ha，標高範

囲がおよそ２００m－６５０mの大面積皆伐跡地である。皆伐前はおよ

そ４５年生のスギ人工林で，１９８９年から１９９２年にかけて最後の間伐

が行われた。２００１年１１月から皆伐作業を開始し，２００２年の９月ま

でに９５ha 全域で材の搬出を完了している。

　調査地内には，２００６年７月に，シカを排除する目的で２０m×

２０mのシカ柵を６基設定した。このシカ柵の設定のため，柵沿い

におよそ１００mを１m幅で刈払い，その際に支障木となった樹高

２m以上の前生稚樹を調査対象とした。ただし，この刈払いは

シカ防除ネットを張る目的で行われ，刈払い面積は正確でないた

め，前生稚樹の密度などは求めなかった。

　調査対象となった前生稚樹の胸高直径と樹高，および剥皮痕の

有無を記録した。そのうち５０個体で地際（２０cm高）の円板を採

取して年輪解析を行い，定着年の推定を行った。剥皮痕のある個

体では，剥皮部分の円板を追加採取して剥皮年の推定を行った。

前生稚樹のサイズや種類に対する剥皮傾向の検定には，カイ二乗

検定を用いた。

Ⅲ．結果と考察

　調査対象となった前生稚樹は，２０種１２８個体であった（表－１）。

調査個体数割合は，前生稚樹群のおよその組成を示すと考えられ

る。この調査地では，タブノキやシロダモといった鳥散布型の種

が１３種出現したほか，アラカシやアカガシなどのシイ・カシ類が

６種出現し，大きな個体は樹高が６mを超えていた。

　伐採面積が広く，周辺の広葉樹林の分布も限られていることか

ら，伐採地の中心域では種子供給源から１００m以上離れている。

しかし，種子散布距離が短いとされるシイ・カシ類が，高木種の

およそ半数を占めていた。今後，それらが成立した要因を明らか

にしていく予定である。

　前生稚樹に対する剥皮痕の調査結果を，図－２に示す。タブノ
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図－１．調査地　（■はシカ柵）



キで剥皮割合が高く（６１．９％，Fisher の正確確率検定，P＜０．０１），

それ以外の種の平均剥皮割合は，１６．８％であった。統計的に支持

されなかったが，剥皮割合はウラジロガシ，クサギで高く，クロ

キ，ヒサカキ，アラカシで低い傾向が見られた。カシ類の中でも，

ウラジロガシとアラカシで剥皮割合が異なった。同様に，小南ほ

か（２００３）は，シカによる被害がシラカシで大きく，イチイガシ

で小さいことを報告している。

　前生稚樹の定着年は，３年前から２６年前の間でばらついたが，

間伐作業が行われた時期に多くの個体が定着しているように見え

る（図－３）。皆伐後は，年輪幅が広がり，肥大成長が促進され

ている。上木の被陰から開放されて光条件が改善したことによる

と思われる。

　剥皮年は，皆伐年以降に集中しており（図－３），それ以前に

はほとんど見られなかった。このことは，皆伐跡地がエサ場とな

ることで周辺のシカが集中し，シカの個体密度が高まったことを

示唆する。さらに，皆伐によって見通しが良くなり，残された前

生稚樹が目立つことで剥皮を誘発したかもしれない。井上ほか

（２００５）は，下層植生が繁茂している場合，ヒノキに対する剥皮

害が少ないことを報告している。

　前生稚樹の胸高直径および樹高を階級区分して，個体サイズ別

の剥皮割合を検定したが，有意差は認められなかった。また同様

に，年輪解析で求めた地際直径を指標として，現在（２００５年）お

よび剥皮が発生し始めた２００２年時点での個体サイズ分布（図－

４）による検定も行ったが，有意差は認められなかった。これま

でのところ，胸高直径が１０cm程度以下（観察最大個体サイズ：

胸高直径１１．３cm）の個体には，剥皮の受けやすさにサイズによ

る傾向は無さそうである。
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図－２．前生稚樹の出現個体数と剥皮個体数
　　　　（＊：Fisher の正確確率検定，P＜０．０１）

図－３．前生稚樹の年輪成長と定着年（n＝５０）および剥皮年

図－４．現在（２００５年）および剥皮が発生し始めた皆伐直後
（２００２年）における地際直径階級別の前生稚樹個体
数と剥皮個体数（n＝　５０）

表－１．調査個体数と個体サイズの最大値

樹高（cm）DBH（cm）調査散布形式生活型
最大値最大値個体数†種　名

高木種

＞６００５．３２０（１２）重力・動物アラカシ

５０３６．６６（２）重力・動物アカガシ

４８０６．１５（３）重力・動物ウラジロガシ

＞６００１１．３５（３）重力・動物シイノキ＊

３２０３．３１（１）重力・動物クリ

２２４１．５１重力・動物シラカシ

４８０６．９２１（１２）鳥タブノキ

＞６００７．７１１（３）鳥シロダモ

４９０４．７３（３）鳥イヌガシ

欠測欠測２（２）鳥ナナミノキ

亜高木種

５２０６．０１７（４）鳥ヒサカキ

４００２．８１３（４）鳥クロキ

＞６００９．８９（１）鳥ソヨゴ

３９０８．０２鳥ハイノキ

４４５３．７１鳥ユズリハ

２２９欠測１鳥ハマクサギ

低木種

３２０４．３７鳥クサギ

２２６欠測１鳥サンショウ

２０１欠測１鳥ムラサキシキブ

２０２０．７１風ツクシヤブウツギ

１２８（５０）総計

†：カッコ内は年輪解析を行った個体数。
＊：コジイと推定されるが，確定できないのでシイノキとする。



Ⅳ．まとめ

　大面積皆伐跡地において，前生稚樹に対するシカの剥皮痕を調

べた。前生稚樹は間伐を契機に定着した可能性があり，皆伐後は

肥大成長が促進されていた。胸高直径が１０cm程度以下の個体で

は，剥皮の受けやすさにサイズとの関係は認められなかった。一

方で，樹種によって剥皮の受けやすさが異なっており，タブノキ

に高い割合で剥皮が見られた。そして，剥皮の発生は皆伐直後に

集中しており，皆伐がシカの食害発生の間接的な原因となってい

る可能性がある。
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